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Synopsis

　　　The　Vaccinio－Piceetea，　Beもulo－Ranunculetea　andOxycocco－
Sphagnetea　plant　communities　are　character至stic　of　the　subalpine　zone　and　the　bo∫eal

zone．　TheCaricirupestris－Klobr皐sieteabellardii，Cetrario－Leuse－
leurietea　and　Phyllqdoco－Harrimanelletea　plan重communities蝕echarac－
teristic　of　the　alpi脆e　zolle　and　the　arctic　zone．　Some　alpine　vegeta之ion　occuエs　in　tlle　subalpine

zone　due　t◎edaphic　and　microc王imatic　factols．

　　　The　suba玉phle　vegeta之ion　almost　reaches　the　top　of　the　mountains　in　Chubu　about　3，000　M

above　sea　leve圭．　There　is　no　clear玉y　alpine　zone　in毛his　area，　The　small　alpine　area，　which　is　mea－

dow　o芸desert，　we　f㎞d　above　a　subalpine　aτea　composed　of　dwarfP∫襯∫ρμ配’1αmosaic．

　　　Three　d置eren£aτeas　are　Iecogn逗ed　by　plant　community　dist∫ibution　in　the　research　area；

（i）Chubu－mountain護）acific－area，（ii）Chubu弧ountain一∫apan　Sea－area　and（iii）Shikoku硬（簸一aエea．

　　　In　the　豆ght　of　plant　geographical　htefature　global　distributiQn　areas　of　the　recognセed

species　in　the　No震heΣn　he磁isphere　ale磁scussed　f士om　the　systematical　and　synchorQlogical

points　of　view．　The　subalpine　f1◎ra　is　chalacter銘ed　by　Japanese　endemic　species　and　Asian

species　often　with　endemic　varieties．　The　alpine　flora　it　is　chaエacterセed　by　species　of　the　chlcum－

polaぼregion，　endemic　vaぼieties　aze　also　f士equent　heエe．
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】．はじめに

　これまで中部山屠以西の亜高山帯四一しに分布してい

る植生を対象に植物社会学的な比較研究を行い，植生

単位の区分およびその体系化を行ってきた（中村1986）。

本報では確立された纈生£…｝皇位をもとに群落の分布特性

について考察した。調査地および植生調査法は前報

（【十1村1986）に準じている。

　本論では80rea｝帯に！｛11高山帯，　Arctic帯に高山帯を

繕応させ，それぞれに指標的な植生を亜高山性植生，

高しU性植生とした（Hamet－Ahti，　Ahti　u．　Koponen

1974，Wa｝ter　I968，1978，）。

　従来のハイマツ帯とよばれる日本の高山帯は，欧州

の高し［」帯；A瞬ne　S£u重eに糊罪しない（｝漁met－Ahti

et　al，1974，　フkこ場1982，ニメく場　・高橋1978，7中溝と1983）。　1ヨ

本のハイマツ低木林に組成，相観の似た欧州の葡伏木

林が飛高山帯に含められることに注爆し（Reisigl

u．Pits曲mann　l958，　El｝enberg　1978），ハイマツ低木林

を亜高山帯に含め，さらに1二都目高出帯とする見解を

とっている（大場1982）。

2．結果および考察

　1．各植生単位の北半球における群落分類上と分布

　　　上の位置，およびそれらの成立する植生帯の位

　　　置

　調査対象となった本粥中部と紀伊半、鵬および四瞬の

亜高山帯以ししこ，57単位の植物群落が明らかにされた

（中村1986）。さらに既発表資料を参考にすると，約65

の植生単位が本州rl・1部睡1岳以西のi：臣高匡i性植イしおよび

高し／l性植孔三を構成している。この数はヤブツバキクラ

域，ブナクラス域の早生単位と比較して少ない。潜在

自然植生域の総山積的な違いと人為的影響下の代償植

生の少なさを反映している（Tab．1）。

　中部以西，紀伊および四弱の山岳は亜1傷山雛，高山

性植生のわが国における南限域に位置づけられる。コ

ケモモーハイマツオーダー，エイランタイーミネズオ

ウクラス，カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラス，

アオノツガザクラージムカデクラスの植生は中部由岳

赤石L套脈の光岳（2，59Llm北緯35℃0’）周辺を南限と

して分布している。ツルコケモモーミヌ：ゴケクラスは

九州の麗久島の花之江河湿原に隔離的に分布している

ほかは（宮脇1980），中部山岳の飛騨LU系を南限とし

ている。シラビソートウヒオーター，タケカンバーミ

ヤマキンポウゲクラス，ノイバラクラスに属するコマ

ガタケスグリーミヤマモミジイチゴ群団，チャセンシ

ダクラスに属するイトイオーダーは四国の剣山塊と石

鎚山塊を漸限としている。さらにコメツツジーハコネ

コメツツジクラス，チャセンシダクラスに属するイワ

キンバイオーダーは九州のブナクラス域を，ヌマハコ

ベータネツケバナクラスはヤブツバキクラス域を分布

の南限としている。

　中部以西の山岳で明らかにされたコケモモートウヒ

クラス，ダケカンバーミヤマキンポウゲクラスおよび

ツルコケモモーミズゴケクラスの植生は，亜高山艦二

（コケモモ～トウヒクラス域）に成立している．それ

ら各クラスの植物群落およびその上級単位は，地球規

模でみた水平分布で，80real帯の植生に共通してい

く。岡様にカラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラス，

エイランタイーミネズオウクラス，アオノツガザクラ

～ジムカデクラスの植生は，上部亜高山帯から高山帯

（コケモモーハイマツオーダー域以上）に成立してい

る。それら各クラスの植物群落およびその上級単位

は，広域的な水平分布で，Arct1c帯の植生に共通して

いく。すなわち調査対象域の窯に垂直的に分布域の異

なる亜高山性植生と高1身性植生は，水平分布による

Boreal帯とさらに高緯度地方のArctic帯の植生に対応

している。

　亜高山難植生：コケモモートウヒクラスではコイチ

ヤクソウ，リンネソウ，コフタバラン，タカネフタバ

ラン，キソチドリ，ヒメミヤマウズラ，P‘θ雄oz磁加

Tab．1．中部，近畿および四國の3地方全域で認められたクラス域別の植生単位＊

Pflaazengeseilscha圭ten　in　Chubu，　Kinki　un（圭Shikoku．

クラス域 植生単位　　代償植生　　代償植生の全体に占める割合

ヤブツパキクラス域 288 126 43．8％

ブナクラス域 156 48 3G．3％

コケモモートウヒクラス域以上 57 6 10．5％

＊宮脇（編著）（1982，圭984，1985）より算出した。
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3‘たプθ加rガ，〃y∠oご。加μηz3μoη4θηε，0ガ‘プαπ㍑ηz賜αプμε，

5ヵ加g鰍窺gかg召η30ん嬬などが中部山岳以西と

Boreal帯に共通するクラスの標徴種となる。同様にツ

ルコケモモーミズゴケクラスでは，3♪んαgηπηz

ヵψざ〃03即η，3効．ωηψαc戯㎜など高層湿原生のミズ

ゴケ類，ヒメシャクナゲ，ツルコケモモ，モウセンゴ

ケ，ワタスゲなどが標徴種となる。ダケカンバーミヤ

マキンポウゲクラスは北半球に広域分布をする上記2

クラスと異なり，分布が露本海周辺に限られている。

クラスの標微種には，クルマユリ，サンカヨウ，オオ

バショリマ，モミジカラマツ，エゾノヨツバムグラ，

タカネスイバなどがある。

　商山性植生：カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラ

スではカラフトイワスゲ（大毒，蓉原1981），ヒゲハリ

スゲ，チシマアマナ，トウヤクリンドウ，ミヤマコウ

ボウ，ウラジロキンバイ，チシマゼキショウ，ハハコ

ヨモギなどが中部由岳とArctic港に共通したクラスの

標徴種となる。同様にエイランタイーミネズオウクラ

スではミネズオウ，ガンコウラン，7’んαηzηo∠ぬ

。θ7呪ガ。πごαプガε，　0θ〃αがα　θプガ09診。プ祝ηz，　αα40ηガα

3診観α廊などが二丁種となる。アオノツガザクラージ

ムカデクラスは上記の2クラスに比較して分布域が狭

く，分布は太平洋沿海部，大西洋沿海部の海洋性気候

下に限られている。中部地方ではチングルマ，ミヤマ

リンドウ，タテヤマキンバイが標二種となる。

　ヌマハコベータネツケバナクラス，チャセンシダク

ラスの北半球における広域的な比較は行われていない。

欧弼の北西ヨーロッパと中部ヨーロッパの植生学的な

報告では，日本のブナクラスに対応するQuerco－Fage－

tea域以上に類縁した植物群落の分布が知られている

（Br，一Bl．　u．　Tむxen　1952，0berdor艶r　1977）。　ノイバ

ラクラス，コメツツジーハコネコメツツジクラスおよ

びコマクサーイワツメクサクラスは現在，響本列島に

だけ分布が確認されている。植物相から判定して日本

海周辺にも瞬一クラスの分布が推定されている。

　中部虜岳では海抜約3，000mの断弦周辺まで颯高山

性植生の発達域となる。Arctic蕾に共通する高由姓の

植生は中部山岳において，明瞭な植生粥，いわゆる両

山帯を形成していない。高由性の植物群落は風衝歩也，

特殊岩地など環境条件の厳しい立地に土地的に隔離さ

，議傘i幾◎，＼

カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラスの標三種

ヒゲハリスゲ’：κoわ解3ぬわθごぬ冠ガ

　　　　　　コ　ロ　　　ロノい

アオノツガザクラージムカデクラスの標徴種

ジムカデ11ノαプが規αηθご如舘9惚プぬηα

Abb．　圭．

　　　　　　　コ　　　コノレ　　へ　　　　　　　　　　　　　　

カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラスの標微種

ウラジロキンバイ：∫）o諺窺認αη加θα

　　　　　　れド　　　マイド　コ
、

／　■

》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，－蚕、

　　　　　　　　　　　　　ハ”　、気へ＼ラ
　　　　　　　　　　　　　．、重て・喜転乱
　　　　　　　　　　　　　層6’・｝　　　　　，　　、　逓1
　　　　　　　　　　　　　　　ロブ　　らノノ　しレ

　　　　　　　姦麟罵．。嚢臨

き；傘曳L　・　　　・、、1モーセ
　　　　　　　　　　　　　♂　　　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　　　　　　　，

エイランタイーミネズオウクラスの砿徴種

ミネズオウニムofεθ‘θ雄ぬ餌ocπη狛gη3

　　北半球における高山性植生のクラスの標徴種の分布（Hult6n　1968）。

Area｝e　der　Klassen…Kennarten　der　alp1nen　Vegetatlon　auf　Nord　Halbkugel（Hu｝t6n　1968＞
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れているのが普通である。しかし，小鼠的な高山帯

（高山域）として捉えた場合，飛騨山系霞馬岳（2，933m）

山頂周辺および赤石山系北岳（3，192．4m）山頂周辺

など，ハイマツ低木林の上限の森林限界以上の高山植

生による草原域が相当しよう。

　本来，高しL滞は森林限界という植物の相観的な不連

続性に基づいている。ハイマツ低木林を森林限界以上

に位置づけ，高山帯とする一般的解釈により，中部康

岳では海抜2，60Gm以上はすべて高匡1帯とされていた

（中野1928，今圏1937）。従来の高しLI帯の解釈では，コ

ケモモーハイマツオーダー，ダケカンバーミヤマキン

ポウゲクラス，ツルコケモモーミズゴケクラスなど

Boreal帯（欧州の亜高山春｝に対応する）の植生が，　Ei

本では高虜帯に成立するという矛盾が生じている。

　本中では冒頭のように，ハイマツ低木林の上限を森

林限界．としてあつかった。したがってハイマツ低本林

の亜高山帯への所属が確定し，さらに上部亜高山帯と

する説を適当とした（大場1982）。この解釈から植物

相観的にも植物群落分類的にも，調査対象域の亜高鯨

帯とBorea｝帯の植生が一致した。

　寓川園では森林限界が明瞭で，しかもハイマツ低木

林を欠いているため，従来通り海抜約2，500mの森林

限界以上が高山帯となる。フジハタザオーオンタデ群

集は高しU姓の植生となるがArctic帯に指標的な瀬物群

落ではない。崩壊地を生育地として高海抜地に適応し

た乱用である。高慮帯（高山域）1ま白馬岳，北緩，富

」＝lj．｝などの出域に限られる。中部山岳の高｛．Ll性植生も

北半球でみれば，Arctic帯の植生が「二｛；…緯度まで南下，

隔離された分布型を示している（Abb．1）。

　H．各植生単位の調査地域内の分布からみた相互関

　　　係

　本州中部山岳以廼の亜高山以上に成立している各植

物群落の分布域を重ね合わせると，中部山岳太平洋地

域，中部山岳疑本海地域，四露・紀伊地域の大きく3

地域に分布の境界を区分することが可能である（Tab．

2，Abb．2β）。これら3地域に出現する植物群落をその

分布状態から，広域分布群落，対応群落＊をもつ中・

小域分布群落および対応群落をもたない中・小域分布

群落に類別した。さらに亜高L網三と高山性植生とに整

理し，分布からみた植物群落の相互関係について考察

した。

　1．亜高山性植生
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ

　亜高山盤植生にはコケモモートウヒクラス，ダゲカ

ンバーミヤマキンポウゲクラス，ノイバラクラス，コ

メツツジーハコネコメツツジクラス，チャセンシダク

ラス，ツルコケモモーミズゴケクラス，ヌマハコベー

タネツケバナクラス，上級単位未決定群落の一部が含

まれる。

　D　広域分布群落

　コガネギクーイワノガリヤス群落，コメススキータ

カネノガリヤス群落が該当する。

　ヤブツバキクラス域，ブナクラス域のヨモギクラス

の植生に対応する亜高山帯のソデ群落である。ノガリ

ヤス属で構成され，自然崩壊，人為的干渉により分布

域を広げている。

Abb，2．本少ll中部LL幡以西の燕高山以上に成立

　　　する植物群落の分布域。

　　　Areaie　der　P至lanzengesellschaf亀en　in　der

　　　subaipinen　und　a｝pine打Stu重e　der　westllchen

　　　Gebirge　von　Honshu．
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Abb．3。植物群落の分布から半綻された：地域区分。

　　　Geographische　Verteilung　der　Pf｝anzen－

　　　gesellschaften．

　　　A：中部山岳太平洋地域，B：中部山岳日本

　　　海地域，　C：四国・紀伊地域

＊ふたつ以上の地域の植生を比較したとき，それぞれの地域に固有で，かつ近縁な1組の植物群落があれば

　これらを対応群落とした。対応群落となる植物群落は同じ群団に所属するものとした。
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Tab．3．各亜高山地域に対応群落をもつ中・小域分布群落。
　　　　P重1anzengesdlschaf覧en　der　subalpinen　Sζu至e，　die　er薮sprec紅ende

　　　　Gesel｝schaften　in　den　anderen　Geb1eten　haben．

四国・紀σ｝地域 串部山岳太平洋地域 甲部山岳日本薇地域

iシラビソ群集
1

レ・ビ・一…ラビン鹸
i

lオオシラビソ群集1

　ヨ

alナγゴクミネカエデーダケカンバ群集
　　

タカネノカリマスータケカンバ群集
1タケカン，、撒

i

lノ＝クフウコーノヨウソヨウスゲ群集
1

センノヨワアザミーミママソソウト群集　　タテママアザミーホソハpリカフト群集

b
1ヌカネオトギリーコメツツジ群集 ニメツツジーツガザクラ群集，チョウジ糞メツツジ詳集

1効チホガ・ラシーツルネ評矧ウ群集

・レ・ク糧ウソーウ…ケ・ンシ群集

オクヤマガラシ群集

カライトソウーオ万ヒゲカリヤス群集

　　
di
　是

レ・ユ・一・カ・・モ臓 ハク＋卜γボウフウーモミノカラマン群集

　2）　対応群落をもつ中・小域分布群落

　対象となる植生単位は，分布様式に応じてa，b，

c，dの4型に類型化された（Tab．3）。

　a．四国・紀伊，中部山岳太平洋，中部山岳日本海

　　　対応群落

　亜高山帯に広い発達面積を占める常緑針葉樹林，夏

緑亜高本林，広葉草原が含まれている（Abb．4－6）。

中部山岳太平洋地域と中部山岳日本海地域では，対応

群落が群集と地域群集の関係にある。四羅・紀伊地域

の植物群落は他の2地域に比較して，上級単位の種の

欠落，朝鮮半島に共通な種の増加を特徴としている。

また，群集の標徴種は，対応群落の亜種，変種に位蹟

づけられる。シコクフウローショウジョウスゲ群集の

シコクイチゲ，イシヅチコウボウなどが例としてあげ

られる。

　群落階瀬に占める常葉針葉樹の平均植被率を，シラ

ビソーオォシラビソ群集とその地域群集であるオオシ

ラビソ群集との比較で示した（Abb．7）。両禅集は高

木贋と低木層できわだった差異が認められる。オオシ

ラビソ群集では低木麟にチシマザサおよびダケカンバ

ーミヤマキンポウゲクラスの低木類が優押し，オオシ

ラビソの稚樹は少ない。チシマザサ林床でオオシラビ
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ソの発芽率の低下する現象はほかでも報告がある（日

比野・佐藤・岩EB・飯泉1981）。オオシラビソの稚樹

は低本層の他の種との競争を強いられ，一旦被圧され

る。低木磨をぬきでた個体はさらに良い光条件下で生

長する。しかし，その速度は高木層植被のムラによる

不均質な光条件によって，異って規定されると推定し

た。したがってオオシラビソ群集の高木層下では，オ

オシラビソ弱齢木の一斉林的な形態はみられない。

　一旦被圧された稚樹の生長が，シラビソよりオオシ

ラビソに有利な場会（甲山1984），日本海側ではオオ

シラビソの生長に条件が適し，結果的にオオシラビソ

林になりやすい。林冠が疎なこと，低木層に夏緑低木

類，チシマザサの多くなる現象を誘囲した多雪条件

が，オオシラビソ群集の分化を促したと考えられる。

すなわち太平洋側と日本海側の鰐応群落は気候的対応

群落とみなすことができる。

　シラビソーオオシラビソ群集では高本層の植被率が

高く，林内照度も低い。したがって陽地生なダケカソ

バーミヤマキンポウゲクラスの種の林床への侵入は少

なく，林床はコケ優占状となっている。コケ層では針

葉樹の発芽率が高く（日比野ほかユ981），実生や稚樹

のファシスが形成されやすい。しかし，週内照度が低

いため，被圧稚樹としてとどまるか，枯死する個体が

多い。Abb．7に関して以上のことを考察した。

　シラビソーオオシラビソ群集へのダケカンバーミヤ

マキンポウゲクラスの種の西目が沿海部，あるいは高

海抜地で増加している（中村！986）。とくにその傾向

は：典型亜群集に強く，更〔款様式もダケカンバーミヤーマ

キソポウゲクラスの影響の強いオオシラビソ群集に似

かよっている。そのため典型亜群集がオオシラビソ優

占林になるのも同じ条件下で起きていると考えられる。

しかしこの条件は八ヶ岱山塊のコガネイチゴ変群集域

（縞枯地域）のように，ダヶカンバーミヤマキンポゥ

ゲクラスの介在しない地域におけるオオシラビソ林優

占林成因の理由とはならない。

　ダケカンバ林（ミドリユキザサーダケカンバ群団）

および広葉草原（シナノキンバイーミヤマキンポウゲ

群団）の各対応群落も，気候的な対応群落として地域

群集かラッセに分化している。ただし，ダケカンバ群

集，タテヤマアザミーホソバトリカブト群集の分布域

は，オオシラビソ群集域より広く，乗鞍岳・御岳・木

嘗山脈に及んでいる。ダケカンバ林の組成の多様性は

100
　（％）
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1－a 工一b B1 工1－a H－b
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Abb．7。オオシラビソ群集とシラビソーオナシラビソ群集の各階層における常緑針葉樹の

　　　平均植被率（軽度階級を平均植被率に換算し，5つの植生調査資料ごとの平均である）。
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1－a　Abietetummariesii，
1－b　Abietetum　mar1esi1（松田・八幡・横内　1980による），

劃一a　Abietetumveitchio－mariesii，Subass．von
　　　Tsugadiversifoha，
紅一b　Abietetumveitch1o－mariesii，Typische
　　　Subass．
B1　高木第1層，　B　2：高木第2麟，　S：低木層，　K：草本層
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日本海で火きく，太平洋測のタカネノガリヤスーダケ

カンバ群集を地域群集としている。

　群集と地域群集の関係は量的な成：立面積にも反映：さ

れている。群集であるシラビソーオオシラビソ群集と

ダケカンバ群集が広域的な成立薗積を占めるのに対

し，地域群集であるオオシラビソ群集とタカネノガリ

ヤスーダケカンバ群集の成．立面積は＝ヒ地1叡こ小回に限

られている。したがってシラビソ・オオシラビソ林，

ダケカンバ林，広葉草原の群落分類」二の特性は，群落

分布の組成的な漏たりばかりでなく，量的な成立面積

の極端な変化を伴う中部Ll」厩ノ（平洋地域と日本海地域

の背腹性に対応している（Abb．8）。中部山岳太平洋

地域から日本海地域へと植生の変化は，積雪の増加に

伴ってあらわれている。その推移帯となる飛騨Lll脈北

離では，植生の変化は以下のようにまとめられる。

　飛騨出脈の著しい編東積1雪現象を街（瞬として形成さ

れた非対称由稜では，植生配置の非対称1性が認められ

る。最深積i霧の分布は蝶ヶ活から北部の朝日誘へ漸次

増加している（森林Σン1地懇談会1972）。當念陪南健鞍

綿（2，500rn）の植生の雰対称姓は，西健斜面ではシラ

ビソーオオシラビソ群集が稜線に達し，東側のタテヤ

マアザミーホソバトリカブト群集に接している。この

広葉草原は下方でダケカンバ群集に接し，さらにシラ

ビソーオオシラビソ群集に続いている。標高的に亜高

L［．i帯上部に達した大天井岳（2，922m）では，西斜醐で

シラビソーオオシラビソ群集がコケモモーハイマツ群

集に接し，さらに稜線部でコマクサーオヤマノエンド

ウ群集の風衝草原に接している。風背側となる東斜面

では雲脚による地形蝕が明瞭で，タテヤマアザミーホ

ソバトリカブト群集が広く発達している。コケモモー

ハイマツ群集は団状・線）伏に尾根筋に発達する。束斜

面のダケカンバ群集は西余｝面に比il交して明らかに．ド方

まで広がり，海抜約2，300mでシラビソーオオシラビ

ソ群集に接している。

　　さらに北部では高瀬川を1まさんで植生の非対称性

はなお一層顕著である。東斜諏のシラビソーオオシラ

ビソ群集は面積的に限られてしまう。植分の種構成も

シラビソを欠くオオシラビソ群集に似てくる．唐松駐

（2，696m）から鑓ヶ藷（2，903m）では西斜面下蔀よ

りオオシラビソ群集が位酸し，コケモモーハイマツ群
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集との間に通常ダケカンバ群集をはさむようになる。

ハイマツ林は稜線風衝地で構造土上のコマクサータカ

ネスミレ群集・ミヤマコゴメグサーオヤマノエンドウ

群集に接することもある。風背地の地形的非対称性は

一屠明瞭となり，崩壊斜懸も広がる。小地形的な緩繕

面ではタテヤマアザミーホソバトリカブト群集のほ

か，タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集・イ

ワイチョウーヌマガや群集，バクサンボウフウーモミ

ジカラマツ群集，ヤチカワズスゲーキダチミズゴケ群

集があらたに出現し，面積を広げている。鑓ヶ岳以北

では，西側斜面にも雪田，広葉草原，夏緑低木林が支

配的になり，植生の非対称性は逆に少なくなる。飛騨

山系南部で東繕面に限られた初夏の雪渓が鑓ヶ岳以北

では西斜面にも広がる。このように積雪の増加に基づ

いて植物群落の分布が規定され，結果的に植生配置の

変1ヒが生じている。白馬岳東斜面の栂池では針葉樹林

が日本海側のオオシラビソ群集に移行している（口細

・八幡・横内1980の群落組成表による）。

　飛騨LL係における植生の背腹幽ま，偏東積雪現象に

基づく植生配置の非薄称となってあらわれ，日本海側

地域の植物群落の出現によって～層明瞭となる。植生

配置の非対称性は蝶ヶ岳，常念岳から鑓ヶ岳方向に漸

次，顕著化している。鑓ヶ岳以北は立山，白山，妙高

山塊に植生配置，出現群落および相観的に共通するい

わゆる山高d」帯（四手井1952）の発達する地域となる。

　b．四国・紀伊と中部山岳対応群落

　中部地方と四国地：方の対応群落がまとめられている。

コメツツジーツガザクラ群集は，タカネオトギリーコ

メツツジ群集の地域群集となる。本ナトーではさらにコメ

ツツジーツガザクラ群集からチョウジコメツツジ群集

が分化している（Abb、9）。

　オクヤマガラシ群集は中都地方の日本海側に広域的

分布をしている。これに対応するタカチホガラシーツ

ルネコノメソウ群集は，四繭の剣山に分布が限られて

いる。標徴種のタカチホガラシは，北方系のエゾワサ

ビの変種とされている。

　b型の植物群落が対応群落を分化した原鵬は隔離に

よるものであろう。したがって，隔離的対応群落とみ

なすこともできる．

　c．四国・紀伊と中部山岳B本海対応群落

　超塩基性岩地に成立しているシコクギボウシーウバ

タケニンジン群集とカライトソウーオオヒゲガリャス

：自
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　　tschonoskli，

Q：Rhododendretumteヒrameri，
O：Rhoδodendrotschonoskii－Phyllodocetum
　　ni茎）PGn｛cae
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群集は地理的に隔離されていながらも高い組成的共通

がある。構成種群の多くは東アジア地域に類縁する種

と，低山に母種が生育し，種内分化を起こしている新

固有種からなっている。塩基性岩地，超塩基性岩地に

特徴的に生育する植物には，遺存固有種・新固有種が

多く（吉岡1973），隔離的対応群落を形成しやすい。

　d．中部山岳太平洋と中部山岳日本海対応群落

　クロユリータカネヨモギ群集とバクサンコザクラー

モミジカラマツ群集が該当する。両群集は地域群集の

関係にある。上部亜高山帯に成立するため，鱈困に対

応群落をもたない。

　3）　対応群落を欠く中・小域分布群落

　鰐象となる植生単位は，分布様式に応じてe，f，

g，h，　iの5型に類型化された（Tab．4）。

　e．四国・紀伊固有群落＊

　林縁生の低木林とチャセンシダクラスの岩隙植生が

該当する．いずれもブナクラス域から出現する植物群

落で，標徴種・区分種は朝鮮半島，中国などアジア地

域に分布している種群（チイサンウシノケグサ，ケン

ザンデンダ，オオヤマレンゲほか），隔離，分化した種

群（イシヅチボウフウ，オオミネコザクラ，カンサイ

イワスゲほか），氷河期の遺存とおもわれる植物（ア

オチャセンシダ，タカネニガナ，ミヤマダイコンソウ

ほか）からなる、

　オオヤマレンゲークロヅル群落は紀伊の大峰山系で

報告され，四国のブナクラス域以上で記載されたクロ

ヅルーノリウッギ群集（村上1982）に組成的類縁があ

る。構成種およびその近縁種の多くは朝鮮半島，中国

などアジア地域に分布している。同様なことはe型に

判定されたチャセンシダクラスの植物群落にもいえる。

しかし，チャセンシダクラスの植物群落には，アオ

チャセンシダなど北方系の種もみられる。

　f．中部山岳太平洋固有群落

　イワオウギータイツリオウギ群集とシナノキイチゴ

ートガスグリ群集が該当する。

赤石山系に分布の限られるイワオウギータイツリオウ

ギ群集は，組成的に他のシナノキンバイーミヤマキン

ポウゲ群団の植生と隔たりがある。東アジア・北アジ

アなど極東地域の同種，近縁種により特徴づけられて

いる。穂高連峰など日本海側の海抜3，000mを超える

高山にイワオウギータイツリオウギ群集の対応群落は

認められていない。超塩基性岩の多い白馬岳周辺から

組成の貧弱なアシボソスゲーイワオウギ群集の報告が

ある（大場1974）。

　シナノキイチゴートガスグリ群；集はシラビソーオオ

シラビソ群集と同じ分布域を有する。植分はシラビソ

ー即日シラビソ群集の林縁部，疎開地に出現し，主に

代償植生として，群落環を構成している。

　g．　中音揮山岳日本5毎固有君羊落

　雪田，湧水辺，中間湿原，高層湿原などいずれも湿

潤地に出現する草本植物群落がまとめられている。分

布の偏在牲に日本海側気候下の多雪環境が影響してい

Tab。4．各亜高山地域に対応群落を欠く中・小郡分布群落。
　　　　Pflanzengese｝lschaften（ier　subalpinen　Stufe，　die　keine　entsprechen（le

　　　　Gesellschafte籍in　den　anderen　Gebieten　haben．

四園・紀5｝地域 中部山岳太平洋地域 中部山岳日本海地域

e

オオヤマレンゲークロヅノレ群落

Pソザγデンダーイチョウシダ群落
Jンサイイワスゲーオオミネコザクラ群集

Rイワカンスゲーイシヅチボウフウ群集

f シナノキイチゴートガスグジ群集

Cワオウギータイツリオウギ群集

9

ミヤマドジョウツナギーオクヤマワラビ群集

kマガヤーイボミズゴケ群集
с`カワズスゲーキダチミズゴケ群集
^ヌキラン群集
~ヤマホタルイ群集

Gゾホソイ群集
_ケスゲ群集，シラタマノキークロウスゴ群集

h
コメツガーマイヅルソウ群集

~ヤマモミジイチゴ群落

Gビゴケーミヤマウラボシ群集

…

コケモモーハイマツ群集

qナガリヤス群落
gガクシデンダーイトイ群集

＊この場合の固有群落とは調査対象域の分布類型に基づいて，対応群落をもたない独立した群落を示している。
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ることは，立地的にみて瞬らかである。日本海地域で

も，g型植物群落の分布の集中するのは，春季の融雪

水が停滞する準平原的地形上に限られる。飛騨山系の

弥陀ヶ原，雲ノ平，餓鬼田，妙高の高谷池，苗場山山

頂などをその代表にあげることができる。

　タヌキラン群集，ミヤマホタルイ群集をのぞくg型

植物群落の標徴種は，周北極地域に広域分布をしてい

る。

　h．四国・紀伊および中部出岳太平洋固有群落

　マイヅルソウーコメツが群集，ミヤマモミジイチゴ

群落およびエビゴケーミヤマウラボシ群集が該当する。

　中部山岳太平洋地域から弱国・紀伊に分布する植物

群落がまとめられている。

　マイヅルソウーコメツが群集が太平洋の内陸的気候

下で分布範囲を拡大させることは前報に記した。内陸

となる秩父山塊の金峰由西斜面の垂直分布では，ミヤ

コザサーミズナラ群集（ブナクラス）とシラビソーオ

オシラビソ群集の間に，マイヅルソウーコメツが群集

が植生帯（L900～2，000m）を形成している。植生帯

は組成的にシラビソー二見シラビソ群集の標下種・区

分種の嵐現しないコケモモートウヒクラス域下部に相

当する。日本海側の妙高山塊，早場山などでは，ブナ

クラスの植生とオオシラビソ群集が直接接するため，

マイヅルソウーコメツが群集の発達はみられない。ま

た，四国・紀伊ではマイヅルソウーコメツが群集は植

生帯を形成せず，尾根状地に団塊状に出現するにとど

まる。

　ミヤマモミジイチゴ群落は前述したシナノキイチゴ

ートガスグリ群集より広域的分布をし，シラビソーオ

オシラビソ群集の群落環の一部を構成している。ダケ

カンバーミヤマキンポウゲクラスの卓越する日本海側

には，ベニバナイチゴ群集が生態的隅位群落として分

布している。

　エビゴケーミヤマウラボシ群集をはじめ，h型の植

物群落はブナクラス域に共通，あるいはブナクラス域

の槙生の影響を受けた亜高口」帯下部に成立している。

　i．中部山岳太平洋および日本海固有群落

　上部亜高山帯に成立する植物群落が多い。四国・紀

伊に高い慮岳の存在しないことが分布を欠く主要霞と

なる　（Abb．10）。

2．高山性植生

　高山性植生にはカラフトイワスゲーヒゲハリスゲク

ラス，コマクサーイワツメクサクラス，アオノツガザ

クラージムカデクラス，エイランタイーミネズオウク

ラスがある。これらの植生は四国・紀伊に分布がな

く，したがって広域分布群落は区分されていない。

　D　対応群落をもつ中・剛域分：布群落

　対象となる植生単位は，中部山岳太平洋と日本海地

域に対応群落をもっている（Tab．5）。

　カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラスの風衝草原

は赤石山脈，木曽山脈，飛騨山脈にそれぞれシラネヒ

ゴタイーオヤマノエンドウ群集，コマウスユキソウ群

集，ミヤマコゴメグサーオヤマノエンドウ群集を配し
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．h ①
コ

謡
山

①寓

層”

雨

bO 雨 印5

而
銅

①超吋

oメ

冨 u口 舞。
面旨

ぷuり
o臥

bO o 篤 湖
泊①

bO bD
bO

⇔o bO
◎喚

」魁悶 日¢国
ω口

の口

臼①国

3．00

8門’

f

．●

增B 唇■

26●●　　● ●■　●

、・ 　’
｡　’●、

聖　　　　　■ ●● W
’

、
’

、 ●

、1
、、

● 2．00

、、

●

Kiso－Geb三rge 1．00

o国

Akaishi－Gebiτge

bO

Hida－Gebirge

Sh孟koku Kii Chubu

　　　　340　　　　　　　　　　　　　　　　　　350　　　　　　　　　　　　　　　　　　360

Abb．10．コヶモモーハイマツ群集の垂直分布。
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Tab．5．各高山地域に穀応群落をもつ中・小域分布群落。
　　　　Pflanzengeselischaften　der　a｝pinen　Stufe，　die　enヒsprechende　Gesel｝schaf毛en

　　　　in（圭en　anderen　Gebleten　haben．

四魍・紀伊地域 中部由岳太平洋地域 中部山岳日本海地域

シラネヒゴタイーオヤマノエンドウ群集

Rマウスユキソウ群集

ミヤマコゴメグ’サーオヤマノエγドウ群集

ている（Abb．　ll）。

　標徴種はコゴメグサ属およびウスユキソウ属のよう

に東アジアに主な分布があり，各山稜に隔離されてか

ら独自の分化を辿ったと考えられる。上級単位の標徴

種となる周北極系の植物には山岳ごとの種分化は起き

ていない。

　2）　対応群落を欠く中・小引分布群落

　対象となる槌生単位は，分布様式に応じて」，k，

1の3型に類型化された（Tab．6）。

　j．中部山岳太平洋固有群落

　コマクサーイワツメクサクラスの高山荒原が対象と

なる。特定の火山に結びついて発達した植物群落には

乗鞍岳のウメハタザオーミヤマミミナグサ群集，富士

山のフジハタザオーオンタデ群集がある。赤石虜系の

北岳周辺に分布するタカネビランジーミヤマミミナグ

サ舞集は，低山から高由の崩壊地に適応，分fヒしたと

おもわれる。標質種のタカネビランジの母種，オオビ

ランジは八ヶ岳，南アルプスの低山岩上に生育してい

る。

　j型の植物群落は，火山，崩壊などによって生じた

隈られた空間に構成された荒原植生である。太平洋側

の第四紀火山地欝に分布の偏りがある。

　k．中部山岳日本海固有群落

　ミヤマクワガターウラジロタデ群集，クモマミミナ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑグサーコバノツメクサ群集は高由崩壊地に成立してい

る（Abb．12）。特にミヤマクワガターウラジロタデ群

集は組成的に広葉草原に近縁である（大場1969）。植

分は多雪地における稜線上雪崩によって形成された崩

壊地に成立し，東北地方のミヤマコウゾリナーイワオ

ウギ群集の対応群落となる（中村1987）。クモマミミ

ナグサーコバノツメクサ群集は飛騨山系北部の蛇紋岩

地，一部流紋岩地に分布し，積雪要因との直接的な関
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Abb。1L　カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラスの垂直分布。

　　　VertikaieVerbreitungder　Carlcirupestris－Kobresietea
　　　bellardii．
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○：Leontopodletum shinane嶽sis
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Tab．6．高高由地域に紺応群落を欠く中・小域分布群落。
　　　　Pflanzengesellschaften　der　alpinen　Stufe，　die　keine　entsprechende

　　　　Gesel｝schaften　in　den　anderen　Gebieten　haben．

四臣弱　・牽己β｝地域 中部山岳太平洋地域 中部由三日太海地域

」

iウ…タ嚇一・轡・ミナグサ糠
iタカネビ．ランジーミヤマミミナグサ群集

iフジハタザオーオンタデ’ Q集

ki

恥

i潔1享多；三：溺ゴ饗。集

iイワイチョウーヌマガや群集
レ’クサソコザクラーシ・ウジ・ウスゲ群集

コメススキーイワツメクサ群集

コマクサータカネスミレ群集

ウラシマツツジークロ’マメノギ群集

コメパツガザクラーミネズオウ群集

タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集

イワベソケイーシコタンソウ群集

Abb．12。鑓ヶ岳における荒涼植生の植生配置（飛騨LLi系，2，780m）。

　　　　　Vertellung　der　Gipfelvegetation　auf　dem　Berg　Yar｛gatake．

　　　　　　1：Veronlco－Polygonetumweyr1chh，
　　　　　2：Vaccinio－Pinetumpumilae，
　　　　　3：Dic　e　n　t　ro　－　V　io　le　t　u　m　　c　rassa　e

係は認められていない。

　イワイチョウーヌマガや群集とバクサンコザクラー

ショウジョウスゲ群集は雪iヨの代表的群落である。多

雪環境ギで発達するために，日本海側へ分布の偏在性

がもたらされた。同様な植生には亜高山姓のツルコケ

モモーミズゴケクラスの各植物群落がある。

　｝．中部山岳太平洋および日本海固有群落

　コメススキーイワツメクサ群集は白山，乗鞍火山の

火虜崩壊地に多い。人為による二次的崩壊地にも先駆

的に出現するため，j型の荒原植生よづ広域的な分布

を行う。

　コマクサータカネスミレ群集は周氷河地形上に特徴

的で，飛騨山系北部の流紋岩崩壊地に広く分布してい

る。

　コメバツガザクラーミネズオウ群集，ウラシマツッ

ジークロマメノキ群集はコケモモーハイマツ群集の林

縁部に成立することが多い。標二種群は周北極地域に

共通して分布する種でまとめられている。跨じことは

聖訓ネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集にもいえ

る。

皿．総合考察

　中部由岳以西の亜高山性植生および高山性植生は，

中部山岳太平洋地域，中部山岳日本海地域および四園
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Abb．16．中部由岳太平洋地域のコケモモーハイ

　　　マツ群集の隣接群落。
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Abb．17．中部山岳霞本海地域のコケモモーハイ

　　　マツ群集の隣接群落。
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　　　ge・

・紀伊地域の3地域に分布型が地域区分された。これ

ら3地域において気候的極相となるコケモモ～トウヒ

クラスの植生を中心に，植物群落と立地との対応を多

軸座標（大場1982）で示した（Abb．13－17）。

　シラビソーオオシラビソ群集域に比較して，臼本海

側のオオシラビソ群集域には，多雪環境に基づく湿性

指標植物群落が多数出現している。同じ傾向はコケモ

モーハイマツ群集域でも認められる。対照的に罎函・

紀伊のシラビソ群集域では，積雪要囚に基づく植物群
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τab．7．中部出目以西で認められた亜高山性，高山性植生の北半球における分布域。

　　　　Verbreitungsgeblet　de∫subalpinen　und　alpinen　Pf｝anzengesellschaften，

　　　　ごie　in　den　westlichen　Geblrgen　von　Chubu　vor盆ommen，　auf　der　Nord－Halbkuge1，

　　　　■?　ロ　ツノ、
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チャセγシダクラス A　s　p　［e　n　ie　【　e　a　　r　u　p es【ria
ツルコケモモーミ ズゴケクラス　Oxycocco一 Sphagneζea
ヌマハコベータネツケバナクラス Montio－Cardarninetea

落の出現はきわめて少ない。風衝の強い岩上・岩隙に

成立する植物群落が特徴的である。

　3地域に分布する鰐応群落の成立は，シラビソ・オ

オシラビソ林，ダケカンバ林，広葉草原のように地域

群集やラッセの分化に起因している。

　植物群落の分化にかかわる要因には，積雪，崩壊，

風衝，特殊母地などがある。とくに太平洋側と日本海

側の植生の分布の隔たりには，積雪要因が主動的に働

いている。この点はシラビソーオオシラビソ群集とオ

オシラビソ群集の分化を促す更薪様式と積雪要因の関

係でも明らかにし，気候的対応群落として捉えた。

　中部山岳銭本海地域に分布の限られる植物群落で
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18．中部由岳以西の亜高山性および高山性植生構成種群の分布域。

Areale　der　Arten　der　subalpinen　und　alplnen　Vegetation　ln　den　west［lchen　Geblrgen

von　Honshu．

A：汎世界分布域，B：周北極分布域，　C：太平洋分布域，

D：東北アジア分布域，E：アジア分布域，　F：日本列島分布域
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Tab．8．中部山岳以西の亜高μ．1性および高i⊥1性植物群落の構成種の各闇闇域比率（Abb．19参照）。

Prozentantelle　der　Arten　der　subalpinen　und　alpinen　Pf｝anzengeselischaften　in　den　einzelnen　i孤

westiichen　Gebirge　von　Honshu．

群 落 名
総出現

種数＊
　　　　　汎盤界

各分布地域別の種数（比率）
周北極 太平洋 東北アジア アジア 低海抜派生　日本嬢有

コケモモートウヒクラス

　シラビソ一更オシラビン群集
　オオ幽シラビソ尋羊舞≦

シラビソ群集

　イトスゲートウヒ群集
　マイヅ．ルソウーコメツが群集

　コケモモーハイマツ群集

64

32

44

30

39

26

0

0

3（6．8罵）

1（3．㈱
G

G

14（2し9瓢）　　　13（20．3累）

3（　9．4当）　　　5（15．6罵）

8（18．2罵）　　　4（　9．1器）

6（20．0器）　　　2（　6．7器）

藁（10．3毘）　　　　5（12．S箔）

主0（38．5匿）　　　　6（23．1毘）

6（　9．3駕）　　　！主（｝7．2毘）

3（　9．4器）　　　7（21．9毘）

4（9．1毘）　亙5（34，罵）

1（　3．G器）　　　1圭（36．7毘）

3（　7．ア毘）　　　7（Σ8．0累）

3（1し5罵）　　　2（　7，7罵）

8（12，5駕）　　L2（主8．8％）

12（37．5男）　　　2（　6．3％）

6（13，6器）　　　護（　9．玉毘）

9（30．0毘）　　　0

互5（38．5駕）　　　5（12．8弩）

2（　7．7毘）　　　3（三王．5箔）

ダ’ Pカンバーミヤマキγボウゲクラス（低木林）
　ダケカンバ詳集

　タカネノガリヤスーダケカノパ群集

　ナンゴクミネカエヂーダケカγバ群集

　ベニバナイチゴ群集

43

37

3G

24

0

0

0

0

6（14．0路）　　　13（3G．2器）　　　｝4（32．6毘）　　　4（　9．3箔）

5（13．5賠）　　　8（21．6毘）

3（10．0％）　　3（圭G，0箔）

0　　　　　　　　　8（33，0％）

王5（40．5器）　　　7（王8．9％）

3（10．0％）　　　　7（23．3箔）

9（38．0％）　　　3（13．0％〉

2（　4，6器）　　　　4（　9昌3罵）

0　　　　　　　　2（　5．4罵）

14（46．7罵）　　0

圭（4．G罵）　　3（13．O男）

ダケカγパーミヤマキンポウゲクラス（草原）

　タテヤマアザミーホソバトリカブト群集

　センジョウアザミーミヤマシシウド群集

　カライトソウーオオヒゲガリヤス群集

　イワオウギ一門イツリオウギ鮮集
　ミヤマドジョウツナギ一斗クヤマワラビ群集

　シコクフウ隅一ショウジョウスゲ群集

　シコクギボウシーウバタケエソジソ群集

36

37

26

36

8

22

19

0

0

0

3（8．3％）

0

2（9．1箔）

0

5（13，9％）　　　　5（王3．9％）

7（19．O罵）　　　主（　3，0瓢）

3（11．5箔）　　　1（　3，8％）

12（33．3箔）　　　2（　5．6罵）

1（王2．5箔）　　　　1（L2．5驚）

4（18．2艶）　　　　0

3（王5．8罵）　　　　0

11（30．6％）　　　7（19．4％）

10（27．0胃）　　　10（27．0胃）

3（11．5器）　　8（30、8％）

4（1L1需）　　　9（25．0完）

3（37．5器＞　　　　1（12，5竃）

1（　4．5％）　　　　3（13．6駕）

G　　　　　　　　　LO（52．6鬼）

窪GLG毘）　　4（U．0毘）

8（22．G器）　　　　1（　3．O毘）

10（38．5％）　　　　1（　3．8％）

5（13．9％）　　　　1（　2，8欝

1（12．5篤）　　　1（12．5％）

10（45．5罵）　　　　2（　9．1％う

5（26．3器）　　　王（　5，3器）

ノイバラクラス
　シナノキイチゴートガ．スグリ｛洋集 16 0 6（37，5罵）　　　0 4（25．G罵）　　　2（12．5％）　　　3（19．O箔） 主（6．0竃）

コメツツジーハコネコメツツジクラス
　タカネナトギリーコメツツジ群集 9 0 0 G 主（圭圭．G罵）　　　2（22．〔｝駕）　　　5（55．6駕） 1（1LO罵）

エイラソタイーミネズ’オウクラス

　コメパツガザクラーミネズオウ群集
　ウラシマツツジークロマメノキ群集

王2

16

0　　　　　　　　　生1（91、7完）　　　　〔｝　　　　　　　　　1（　8．3瓢）

2（L2．5器）　　　9（56．3毘）　　　1（　6．3器）　　　3（L8．8罵）

O　　　　　G
主（6，3器）　　G

0

0

アオノツガザ’クラージムカデクラス

　タカネヤハズハハコーアオノツガザクラ群集

　イワイチョウーショウジョウスゲ群集

11

13

1（　9．1驚）　　　2（18．2器）　　　4（36，4％）　　　3（27．3毘）

O　　　　　　　　　　l（　7．7％）　　　4（3G．8箔）　　　2（15．4髭）

王（9，罵）　　　〔｝　　　　　　　0

3（23．玉毘）　　　3（23．1鬼）　　　0

カラフトイワスゲ1一ヒゲ』ハリスゲクラス

　シラネヒゴタイーオヤマノエソドウ群．集

　ミヤマコゴメク’サーオヤマノエンドウ群集

　コマウスユキソウ鮮集

32

27

18

2（　6．3箔）　　　13（4〔｝．6傷）　　　　4（王2．5毘）　　　　4（12．5毘）

1（　3．7罵）　　11（4G．7器）　　　3（圭1．1箔）　　　4（14．8毘）

1（　5．6罵）　　　9（5〔｝　鴬〉　　　主（　5．6％）　　　4（22．2駕）

6（王8．8箔）　　　　3（　9．4思）　　　　0

窪（圭4．8駕）　　　4（玉4．8毘）　　　0

3（16．7駕）　　0　　　　　0

コマクサーイワツメクサクラス
　ウメ義挙ザオーミヤマミミナグサ．群集

　フジハタザオーオノタデ群集

　コメススキーイワツメクサ群集

　ミヤマクワガターウラジロタデ欝集
　タカネビラγジーミヤマミミナグサ群集

　コマクサータカネスミレ群集

　クモマミミナグサーコバノツメクサ群集

　ヒメアカパナーマルバギシギシ群落

1G

5

Σ0

主4

主圭

4

圭9

13

G　　　　　　　　　　3（30．G％）

0　　　　　0
1（主G．0毘）　　0

2（三4．3器）　　　2（14．3賠）

圭（9．主賠）　　3（27．3罵）

0　　　　　0
0　　　　　3（15．8箔）

1（8．0器）　　5（38．0罵）

2（2090器）　　　1（10．0累）

1（20．O器）　　　　2（40，0駕）

3（30．G毘）　　　3（30．0罵）

3（21．亡国）　　　4（28．6器）

L（　9．1鬼）　　　1（　9．1％）

1（25．O毘）　　　　3（75，0毘）

0　　　　　6（31．6器）
1（　8．G男）　　　3（23．0％）

3（30．0箔）　　　圭（三G．〔罵）　　　0

0　　　　　　　　　　王（2〔｝．0毘）　　　　1（20．0瓢）

1（10．0毘＞　　　0　　　　　　　　2（20，0瓢）

2（14．3器）　　　O　　　　　　　　　　l（　7．1罵）

2（18．2％）　　　王（　9．1罵）　　　2（18．2罵）

0　　　　　0　　　　　0
5（26．0完＞　　　3（15．8罵）　　　2（10．5罵）

0　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　3（23．0器）

チャセンシダ’クラス

　トガクシデンダーイトイ群集
　ケソザソデソダーイチョウシダ’群落

　エビゴケーミヤマウラボシ群集
　カンサイイワスゲ』一着ナミネコザクラ群集

　コイワカンスゲ’一イシヅチボウ7ウ群集

7

9

11

13

11

0

2（22．2箔）

4（36甲4罵）

2（15．4罵）

1（9．1箔）

5（71．4鬼）

1（IL嬬）
0

0

1（9．1％）

0

0

0

G

l（9．1罵）

D

G

O

o

o

2（28．6鬼）

5（56．0完）

5（45．5駕）

7（53．8器）

5（45．5駕）

O

l（11．瑞）

2（18．0鑑）

2（15、4％）

1（9．1器）

o

D

O

2（王4．5覧）

2（18．2鬼）

ツルコケモモーミズゴケクラス
　ヌマガヤーイボミズゴケ群集

　ヤチカワズスゲーキダチミズゴケ群集

7

17

互（14．3駕）　　　　4（57，1駕）　　　　1（14．3器）　　　　1（圭4．3罵）

2（1L8罵）　　　5（29．昌箔）　　　3（17．6％）　　　2（Σ1．8罵）

0　　　　　0　　　　　0
2（ll，8鬼）　　3（17．6罵）　　0

ヌマハコベータネツケハナクフス
　才クヤマガラシ群集

　タカチホガラシーツルネコノメソウ群集

8

7

G

G

2（25．0％）　　　　G

G　　　　　G

3（37．5箔）　　　2（25．0器）　　　〔｝　　　　　　　　　1（12．5器）

3（43．D罵）　　　2（29．〔｝鬼）　　　2（29．0器）　　　0

上級単位未決定
　オ働オ’ヤマレソゲークロヅル群落

　イワベンケイーシコタソソウ群集

　シラタマノキーク7ウスゴ群集

6

主o

13

0

0

0

5（5〔｝．0男）　　　　圭（圭6．7％）　　　0　　　　　　　　　　5（83．3％）

2C5．4器）　　1GG．0寓）　4（40．0器）　　O

G　　　　　　　　6（畷6．0駕）　　　1（8．0毘）　　　主（　7．6瓢）

G　　　　　O
G　　　　　O
2（15．4毘）　　　1（7．6箔）

＊　5植生調査資料に基づく　（一回出現種を腺く〉
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は，イワイチョウーショウジョウスゲ群集（雪上），ヤ

チカワズスゲーキダチミズゴケ群集（高層湿源），ダ

ケスゲ群集（中問湿原）などカ～相当し，多雪条件が大

きく影響している。ほかにも崩壊地のクモマミミナグ

サーコバノツメクサ群集，ミヤマクワガターウラジロ

タデ群集のようにきわめて狭い地域に分化した植生，

カライトソウーオオヒゲガリヤス群集のように蛇紋岩

地に隔離した植生もある。

　気候的極相となるオオシラビソ群麟は，中．部［．．L．1．岳太

平洋地域で広範囲な植生欝を形成している。この地域

のダケカンバーミヤマキンポウゲクラスの植生は，雪

崩，雪だまりを生じる微地形上に局地的な呂現をみる。

Tab．9，低山系構成種の多い植物群落。

　　　　　Arten　charakterisiert　werden．
　　　　　　　職

Pnanzer｝gese｝lschafter｝，　die　du罫ch　montane

分　　　　　奔

群　　　落　　　名 ク　　　　ラ　　　　ス
四国・

@　紀伊

　　　　i?部?]1 中部山岳
高度範閉
@　（m）

オオシラビソ群集 コケモモートウヒクラス ○ 1640～2050

マイズルソウーコメツが群集　　　　　　　　　　　　　　　　き ○
　　　i　　　　　　　　　l

n　lO　い560～2150
ナンゴクミネカニデーダケカンバ群集　　　ダケカンパーミヤマキンポウゲクラス ○

i｝171。～19。。

カラ畳ソウ寸オげか・ヤ・引引
10　巨8・・一23・・1　　　　　　　　　1

シコクフウローショウジョウスゲ群集 璽iO
1

1

177。～1950i

タカネオトギリーコメツツシ群集 コメツツジ．一ハコネコメツツジクラス ○　　　ヨ l　II83・一1鰯

＊カライトソウーオオヒゲガリヤス群集はアジア系構成種の多い群落でもある。

Tab。10． アジア系構成種の多い植物群落。　Pflanzengesellschaften，　dle　durch　Arten　von　asiatischer

Verbreitung　charakterisiert　werde罰．

　　　　　　　　　　　　5

Q　　　落　　　名

分　　　　　布

ク　　　　ラ　　　　ス
四國・

@　紀伊
中部山岳
@　太平洋　　　　　i

中部虚岳
@　日本海　　　　　i

高度範囲
@　（羅）

イ　トスゲー　ト　ウヒ群集 コケモモートウヒクラス ○
1　｝　　　　　　1560～ユ690

1

ツラビソ群集 ○ 王81G～1880

ケンザソデンタ．一イチョウシダ群落 チャセンシダクラス ○ 1740

エビゴケーミヤマウラボシ群集 ○ ○ 1470～21了O

カソサイイワスゲーナオミネコザクラ群

W
○ 1 ｝720～1790

ニイワカンスゲーイシヅチボウフウ群集 ・｝
・　卜92・一195・｝　　　　　．

オオヤマレンゲークロヅ．ル群落
？ 0　1　　1 1810～1850

シコクギボウシーウバタケニンジン群集 タ． Pカンパーミヤマキンポウゲクラス
　　　ヨ

n　i 1670～三70G

カライトソウーナオヒゲガリヤス群集 ○ 2070～2300；

Tab．　ll， 太平洋系構成種の多い植物群落。　Pflanzengesel｝schaften，　d｝e　durch　Arten　von　pazifischer

Verbreitung　charaRter1s1ert　werden．

分　　　　　布

群　　　落　　　名 ク　　　　ラ　　　　ス

@　　　　　　　　　　　！

四国・

@　紀伊

　　　　　≡
?日山岳

@太平洋

中部斑岳　　　　　1　　日本海

高度範囲
@　（櫛）

タカネヤハズハハコ～アオノツガザクラ

Q集
アナノツガザクラージムカデクラス

○ ○ 27了0～3060

イワイチョウーヌマガや群集 ○ 1850～2400

シラタマノキークロウフ、ゴ群集 ？　　　　1　　｛ ○ 2G｝0～2670
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一方，中部由岳日本海地域では，多雪による雪圧，葡

行，雪崩などの環境規制が広範囲に及び，その結果，

偽高LU帯（四手井1952）ともいわれるダケカンバーミ

ヤマキンポウゲクラス，アオノツガザクラージムカデ

クラス，ツルコケモモーミズゴケクラスの植生からな

る高山に似た草原景観がみられる。

　四国・紀研地域には海抜2，000mを越す1⊥1岳がなく，

高山植生は成立しない。亜高山性植生の組成的な特性

は，中部山．岳に高常在度で出現する上級単位の標徴種

群（周北極地域の植物）を多く欠くこと，さらに朝鮮

Tab．12． 潤北極系構成種の多い植物群落。　Pflanzengesellschaften，　d1e　durch

Arten　von　zirkumpolarer　Verbreitung　charakterlslert　werden，

…　　　　　　1　　　　　　i　分　布　i
1　群　落　名　　｛　　ク　ラ　・
@　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　　　　　　　　… 四鰯・

@　　紀研

輔蛎i中部山岳　　太平洋

日本梅

高度範囲
@　（m）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　！
＜＝Eワガザクラ吠ネズ勅牒　　旨イランタイベネズ勅クラス ○ ○ 2690～2820

ウラシマツツジークロマメノキ鮮集 ○ ○ 3010～308G

トガクシデンダーイト僻集　　　iチ・センシダクラス　　　　　　　　　　　　　　　　　　F

1　0
　　　…
n　i276G～3110

ヌマガヤーイボミズゴケ群集 ツルコケモモーミズゴケクラス 1 ○ 1990～2圭00

ヤチカワズ’スゲーキダチミズゴケ欝…集 ○ 1850～2030

イワベンケイーシコタソソウ口輪 コマクサーイワツメク峠クラス ○ ○ 269G～31GO

ヒメアカバナー’マルバギシギシ群落 ○ ？ 2550

シラネヒゴタイーオ’ヤマノエンドウ構…集 カラフトイヴスゲーヒゲバジスゲクラス ○ 2850～316G

ミヤマコゴメグ’サーオヤ｝マノニソドウ群

W ○ 251G～2850

コマウスユギソウ騨集　　　　　　　　　　　　　　　　　　1 ○ 2790～2880

コケモモーハイマツ群集　　　　　　　　　1コケモモートウヒクラス ○ ○ 2410～264G

イワオウギータイツリオウギ群集 ダケカンバーミヤマキンポウゲクラス ○ 292G～3135

Tab．13．東北アジア系構成種の多い植物群落。　Pflanzengeselischaften，　die　d目rch

　　　　　Arten　von　nordostaslatischer　Verbreitung　charakterlsiert　werden．

分　　　　　布

群　　　落　　　名 ク　　　　ラ　　　　ス
繊扇・

@　　紀伊

中部山岳

@　太平洋

中．部山岳

@　日本海

高度範囲
@　（醗）

ダケカンバ群集 ダケカンバーミヤマキソボウゲクラス ○ ○ 2100～2490

タカネノガリヤスーダケカソバ群集 ○ 2530～2620

ベニバナイチゴ群集 ○ 2100～2270

タテヤマアザミーホソバトリカブト群集 ○ ○ 2520～2670

ミヤマドジョウツナギーオクヤマワラビ

T集
○ 2100～2580

センジョウアザミーミヤマシシウド群集 ○ 2350～2810

フジハタザナーオソタデ群集 コマクサーイワツメクサクラス ○ 2930～3260

コメススキーイワツメクサ群集 ○ ○ 2620～2920

ミヤマクワガターウラジロタデ群集 ○ 2780～2960

コマクサータカネスミレ群集 ○ ○ 256G～27ア0

クモマミミナグサーコバノツメクサ群集 ○ 至880～1925

ナクヤマガラシ群集 ヌマハコベータネツケバナクラス ○ 2120～2470

タカチホガラシーツルネコノメソウ群集 ○ 17三〇～1740



半島，中国などアジア地域に類縁し，ブナクラス域の

植生にも共通な種下が地域群集の区分種となっている

ことである。また，シコクフウローショウジョウスゲ

群集，棚田チホガラシーツルネコノメソウ群集では，

本州中部以北に標徴種の母種があり，四飼で隔離によ

る平内分化を起こしている。

　調査対象域の植物群落の分布は，現在おかれている

環境に規制されているほか，構成種の分布の偏りや欠

如によって，地理的にも規制されている。最：後に北半

球を対象とした場合，植物群落がどのような分布域に

属するかを明らかにし，さらに各植物群落の構成種に

占める各分布甲種の構成比率から植物群落の植生分布

的な位置づけを行ってみた。

　各植物群落の典型的な植分，もしくは中庸的な下位

単位から5地点＊の植生調査資料を選出した。次に常

在度H（21％）以上の種を抽出した。種の分布域の整

理は，植生のクラスレベルの分布域に対応させるよう

努めた（Tab．7）。植物地理学的資料は同様な種の分布

域の整理を行っている清水（1983），そのほか

Hultもn（1968），横内（1983）を参考にした（Abb，

18）ヨ分布域は種に限らず，近縁種，近縁種群までを対

象に判定した。ただし，構成種であってもブナクラス

域に発達するクラスの種は，分布域とは別に一括した。

　次に各植物群落の構成種に占める各分布四種の構成

比率を石刀率で算出し，円グラフで示した（Tab，8，

Abb．19）。

　ひとつの植生単位は時間，空間を通じて接触するほ

かの多くの植生単位から組成的な影響を受けるはずで

ある。したがって現存する植物群落は多少異なる分布

域をもつ種群で構成されている。また同じ分布域に占

める構成種が多ければ，植物群落の分化経路も推定で

きるのかも知れない。一例にシラビソーオオシラビソ

群集では高木層，亜高木層にアジア系構成種，低木

層，草本層，コケ層に周北極系構成種が結びついてい

る。また，純粋な日本固有種も高い割合を占めている。

したがって本州で独霞に分化した亜高山姓針葉樹林に

寒冷期を通じて周北極系構成種が伴生するに至ったと

考えられる。

　植生帯の視点で構成種の比率を比較した場合，亜高

山性の植生には，β本国有種，アジア系構成種の占め

る割合が高い。しかし高山盤の植生のなかでは，露本

固有種の出現はきわめて少なくなる。ここで高い割合

を占めているのは，周北極系構成種と太平洋系構成種

である。小数種にはキタダケソウのように大陵の種か

＊植物群落によっては調査資料が足りず，5地点に満たない。
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ら分化したアジア系構成種も含まれている。

　次に各植物群落にどの分布域構成種の比率がもっと

も高いかを比較した。群落に占める分布域構成種の割

合が30％に達した群落を，高い割合を占める分布域ご

とにまとめた（Tab．9－13）。

　中部山岳太平洋地域と鑓本海地域では，周北極系構

成種，アジア系構成種の多い植物群落で占められてい

る。また，中部謡講β本海地域には，とくに北米西部

に共通した太平洋系構成種の多い植物群落が分布して

いる。四鼠・紀俣地域はアジア系構成種の多い植物群

落によって占められている。ブナクラス域に派生する

低山系構成種の多い植物群落は四国・紀伊地域と中部

山岳日本海地域に多く娼現している。

　以上のことを植生帯にあてはめた場合，亜高由性の

植生には，アジア系構成種と日本国有種の占める割合

が高く，日本列島では島綴的に亜高山姓顯生が独自に

発達したとおもわれる。しかし中部山岳日本海地域で

は，太平洋系構成種のとくに北米廼部に共通した構成

種が雪田や高層湿原など湿性系の植生に高い割合で出

現するため，氷河期に南下した植生が臼本海側気候下

に偏在するようになったと推察する。

　高山性の植生にはEI本國有種がきわめて少なく，周

北極系構成種と太平洋系構成種が高い割合を占める。

恐らく高出性植生の多くは寒冷期に高緯度地方よりも

たらされ，現在の高瞬に隔離的分布をするに至ったと

考えられる。

　　　　　　　　　摘　　　要

1）調査蝿象域の植生はBorea1帯，　Aゴctic帯の植生と

　共通した上級単位にまとめられる。コケモモートウ

　ヒクラス，ダケカソバーミヤマキソボウゲクラスお

　よびツルコケモモーミズゴケクラスはBoreai帯に特

　徴的な植生で，調査飢渇域の亜高山帯に成立する。

　　カラフトイワスゲーヒゲハリスゲクラス，エイラ

　ソタイーミネズオウクラス，アオノツガザクラージ

　ムカデクラスはArctic帯に特徴的な植生で，調査対

　象域の高山帯および士地的に亜高談帯にも成立する。

2）　中部宙岳では海抜約3，000mの山頂周辺まで，亜

　高山性植生の気候的な発達域である。Arctlc携の植

　生は本州中部山岳に明瞭な植生帯を彫成しない。高

　山帯はハイマツ帯の上限の森林限界以上に棉熟し，

　そこでは高山性植生が成立する。

3）　調査対象域の各麺物群落の分布状態から中部匡艦

　太平洋地域，中部山謡日本海地域，四園・紀伊地域

　の3地域を毬分した。
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4）中部山．岳太平洋地域にシラビソーオオシラビソ群

　集が，さらに地域群三集として中．部山怯Ei本海地域に

　オオシラビソ群集，四困・紀伊地域にシラビソ群集

　が分布する。それら群集お．よび地域群集は同じ亜群

　集を共有し，地域群集より未分化なうッセに近い。

　同じ指摘をダケカンバ群集とその地域群集にもした。

5）　巴i国・紀伊地域では四国の剣山系と石鎚由系，紀

　伊の大峰山系との間で植物群落に強い類縁姓がある。

6）調査地域の植物群落の構成種が北半球で，どの分

布域に含められるかを既存資料を参考に明らかにし

た。各植物群落の構成種に占める各分布域種の構成

比率から植物群落の植生．分布的な位．置づけを行った。

その結果，亜高山姓の植生には，醸本闘有種とアジ

ア系構成種の占める割合が高い。高山性の植生には

周北極系構成種と太平洋系構成種の占める割合が高

い。また，各植物群落の分布域構成種別の比率を比

較した。

Zusammenfassung

　　　Die　Vegetation　des　U煎ersuchuagsgebietes　geh6r℃den　gleichen　h6heren　Ei且heiten　an　wie　die

Vegeta毛ion　der　arktiscllen　und　der　borealen　Zone．　Die　boreale　und　die　arktische　Zo11e　entsprechen　in

horizontaler　R．ichtung　der　subalpinen　ulld　alpinen　Stufe　in　vertika玉er　Verteilung，

　　　SosindVaccinio－Piceetea，　Betulo脚Ranuncule重ea　und　Oxycocc6夢
Sphagnetea　ebellso　f積r　die　subalpine　Stufe　a玉s　a這ch　die　boreale　Zone　kennzeichnend．　Ana16g

dazu　sind　　Caric圭　rupestris－Kobresietea　　bellardii，　Cetrario－Loise一

玉eurietea　und　Phyllodoco－Harrimanelletea　inderarktischenZoneundder
alpinen　Stufe　zu　finden；zus……tzlich－durch　edaphische　Faktoren　bedingt－auch　in　der　subaipinen

S加fe．

　　　Die　subalpine　Vegetation　reicht　bei鍛ahe　zu　den　Gipfeln　der　Chubu－Gebirge　auf　Uber　3000m

U．NN．　In　diesem　Gebiet　ist　keine　ldare　alpine　Vegetation　ausgepragt，　welche　der　arktischen　Zolle

entsprechen　w貢rde．　Kleine　Fleck：en　alpirler　Vegetation　si且d　oberhalb　der　durch　1）’1耀∫ρμη1ゴ1α一

Krummholz　gebildeten　Waldgrepze　als　Wiesen　oder　W“sten　ausgebildet．

　　　Drei　verschiedene　Verbrei加11gsarea玉e　sind　nach　den　Verbreitungs重endenzen　der　Pflanzengese董1－

schafte難im　Untersuchungsgebiet　unterschiedea　worden．　Es　sind　dies：Chubu－Gebirge－Pazifik－Area王，

Chubu－Gebirge－Japan－Meer－Areal　und　Shikoku・Ki圭一Areal．

　　　Das　Abietetum　veitchio－mariesii，　welcheseintypischsuba玉piRerNadelwa圭d
auf　Honshu　ist，　kommt　im　Ch．ubu－Geb｛rge－Pazifi1（一Areal　vor，　dagegen　wachsen　als　Reglonalassozia－

tiollen　das　Abietetum　mariesii　auf　dern　schneereichen　Chubu－GebirgeJapan－Meer－Areal

unddas　Abietetum　veitchii　aufdemShikoku－Kii－Areal．DieAssoziationundihrebeiden
Regionalassoziationen　haben　sehr吾h且liche　Subassoziatiolle簸．　Dasselbe　gilt　fUr　das　B　e　t　u圭etum

ermall員und　sei葺e　Regionalassoziatio貸en．

　　　Es　gibt　viele　Arterと一und　Gesellschaftsverbindungen　zwischen　dem　Tsurugi－und　Ishizuchi－Gebirge

auf　Shikokuund　dem　Ohmi葺e－Gebirge　aufKii．　Das　Abietetum　veitchii，　Subass．

vonCacalia　ade頁ostyloides，kommtinbeidellArealenvor．
　　　Die　Verbre圭tungsareale　der　Arten　der　untersuchte益Gesellschaften　werde簸anhand　der　pflanz－

e1なgeographischen　Literatur　beschrieben，　Systematische　synchorologische　Betrachtungen　werde且

angestellt．　Bei　der　subalpine簸Flora　sind　der　Anteil　der　in　Japan“nd短Asien　endemische難Arten

betrachtlich，wiihrenddern　bei　der　alpi豊en　Flora　die　zirkumpolaren　Arten嚢berw量egen．

　　　Klimatische　u葺d　edaplユische　Ursachen　far　die　unterschiedliche　floristische　Auspragu葺g　der　drei

unterschiedene汎Areale　werden　diskutiert．
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1

　＿り＿り＿u一り
　　　　　　　　　　　　をあらわす一，±ヒ出駕ゴ

　リーLI一り」一l

　　　　　　　　　　　　　　Gesammte　Artenzah1
　　　　　64
　　　　　　　　　　　　　　全出現種数
　　　　　　　　13　　　Artenzahl　des

　　鶴　　　　　　　　Verbreitu㎎sgebietes
　　　　　、璽　　　各分布域の出現二二

Abietetum　veitchio－mariesii
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2

凡例

　　　　周北極分布域に含まれる購成種

震糞東北アジア分布域に含まれる構成種

［コ灘聞分繍・含・泌構成種

　　　ド

　　　　太平洋分布域に含まれる構成種

∈i≡ヨ。ジ・分繍・含・れ・構内

［コブナクラ・域以下・耐から派生・舗艶種4

をコしココココ

1＝1＝1＝R＝自日本列島分布域に含まれる構成種

Abietetum　mariesii

9

．；1

@　　　　6

R0　　　　2

1・

月

Carici・Piceeturn

hondoensis

3　Abietetum　veitchii

5　Maiantho－Tsugetum
　diversifoliae

、懸

2 26
遷0

2

6

6　Vaccinio－Pinetum

　pumilae
7　Betuletum　ermanii

　　　’・

8

8　Calamagrostio－Betuletum

　ermanlI

9　Aceri　australis　　　　　　　　10　Rubetum　vernis　　　　l　I　l　Cirsiootayae．Aconitetum

　－Betuletum　ermanii　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　senanensis

　Abb．19－1．中部山岳以西の亜高山性および高山性植物群落の構成種の各分布域比率

　　　　（Tab．8より作成）。

　　　　Prozentantelle　der　Arten　der　subalpinen　und　alpinen　Gesellschaften　in　den　einzelnen

　　　　Gebieten　in　den　westl｝chen　Gebirgen　von　Honshu．
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12　　Cirsiosenjoensis　　倫

　　　・Angelicetum　pubescentis

　　　matsumurae

13　Sanguisorbo　hakusanensis

　　　・Calamagrostietum

　　　lOngeariStatae

14　Hedysaro－Astragaletum

　　　membranaceae

10

　ヒノ
≦海〉・乏・．

’〉～

　、’、

22

4

3

1

15　G互yceτio　alnastereti

　　　－Athyrietum　alpestris

16　Geranioshikokiani
　　　・Cariceturn　blepharicarpae

17　｝Iosto　shikokianae・Angelicetum、

　　　ubatakenS！S

一1コ口i

　LI

5

．叢’．．

9
2

12

18　Rubo　marmQrato－Ribetum

　　　sachalinensis

19　｝lyperico　sikokumontani　　　20　Arcterico・Loiseleurietum

　　　－Rhododendretum　tschonoskii　　　procumbentis

　　．．．憲　　1

璽3蓋麹

｝罰1．．冒　　16

9

3

3

i3

1

．．＿2回国．

4

21　Arctoo－Vaccinietum　uliginosi 22　Anaphalido－Phyllodocetum
　　　aleuticae

23　Faurio－Moliniopsietum

Abb． 19－2．申部山岳以西の亜高山性および高山性植物群落の構成種の各分布域比率

（Tab．8より作成）。

Prozentantei｝e　der　Arten　der　subaiplnen　und　a｝pinen　Gesenschaften　in　den　einzeinen

Gebieten　in　den　westlichen　Geblrgen　von　Honshu．
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24　Saussureo－Oxytropidetum

　　　japOnlcae

4

4

’霧

1

29

3

25　　EuphraSlOlr｝slgn互s

　　　－Oxytropidetum　japomcae

26　　Leontopodietum　shinanensis

27　Merandrio－Cerastietum

　　　schizopetali

1

10

28　Sedo　rosel－Saxifragetum

　　　bronchialis

3

3

．：讐罷 2

29　Arabido－Cerastietuln

　　　schizopetali

30　Arabido－Polygonetum

　　　weyrichii　alpinae

3ユ　Deschampsio－Stellarietum

　　　nlpponlcae

32　Veronico－Polygonetum

　　　weyrichi1

33　Dicentroギioletum

　　　crassae

34Cerastio－Minuartietum

　　　Vernae〕apOmCae

35　　動）〃。δ廊θ％ノ詮κ1ゼ6∫一〇κyノゼα

　　　4ゴ8遡α一Gesellschaft

Abb． 19－3．中部1．．．1．．i誘以．藪の亜高【」」性および高しl」性植物群落の構成種の各分布域比率

（Tab．8より作成）。

Prozentanteile　der　Arten　der　subaipinen　und　alpinen　Gesellschaften　in　den　einzelnen

Gebieten　ln　den　westlichen　Gebirgen　von｝至onshu．
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2．

7

5

1
2

9
1

5

2

11

4．

5

36Woodsio－Juncetum
　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　コ　　　　　　コ　コ　ゐ

　　　maxlmOW】．CZU

37　駒。ゐガαsz‘∂co2’磁’α一／1母）」θ濡κ1η　38　BryQxyphio－Crypsinetum

　　　ノ’κ如一ノ｝π〃ηγ如一Gesellschaft　　　　　　　veitchii

　一一A一2替 2
辱∩冊「「
冊1＝IT

2　　　　13

7

　マ…棄1蕪　　；1‘

、1　　7

4

39　Car　ici－Primuletum　okamotoi 40　　Carici　chryso互epidi＄

　　　一Angelicetum　saxicolae

41Moliniopsio・Sphagnetum
　　　papillosi

2

3

17

2、

．≡2

3

2

7
3

2
薯

42　Rhynchosporo　yasudanae

　　　・Sphagnetum　compacti

43　　Cardarninetum　yezoensis

　　　torrent1S

44　Cardamino　kius三ani

　－Chrysosplenietum

　　　flagelllferi

2しﾙ・

竃　　　隻3

1
6

霊

6

5

45　Gaultherio・Vaccinietum
　　　ova玉ifoliae

46　　ル1α8ηoJガθ5’θδoJゴガ

　　　一7ンゴρ館ア㎎～彦ごηzγθ8ε」ゴぽ

　　　一Gesellschaft

Abb． 19－4．中部山岳以西の亜高山性および高山性植物群落の構成種の各分布域比率

（Tab．8より作成）。

Prozentante1ie　der　Arten　der　suba｝plnen　und　aip1ne目Gesellschaften　ln　den　elnzelnen

Gebieten　1n　den　westhchen　Gebirgen　von　Honshu，


